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承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
│
│
後
高
倉
王
家
の
事
例
か
ら
│
│
曽
我
部
愛
は
じ
め
に
法
親
王
は
院
権
力
に
よ
る
顕
密
仏
教
統
制
を
目
的
に
、
白
河
院
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
制
度
と
さ
れ
る
。
平
田
俊
春
氏
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
法
親
王
に
つ
い
て
の
研
究
は
⑴
、
平
岡
定
海
氏
や
平
雅
行
氏
ら
に
よ
っ
て
そ
の
国
政
上
・
宗
教
統
制
上
の
意
義
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
と
⑵
、
そ
の
後
は
法
親
王
の
初
例
と
さ
れ
る
覚
行
が
仁
和
寺
御
室
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
御
室
の
成
立
か
ら
法
親
王
の
創
出
過
程
を
論
ず
る
視
角
の
も
と
に
研
究
が
進
ん
だ
⑶
。
特
に
、
横
内
裕
人
氏
が
仁
和
寺
御
室
は
「
院
権
力
の
分
身
」
と
し
て
院
権
力
を
護
持
す
る
宗
教
権
門
で
あ
り
、
院
権
力
は
ミ
ウ
チ
僧
た
る
御
室
を
通
じ
て
中
世
仏
教
界
を
王
家
と
い
う
イ
エ
に
包
括
し
よ
う
と
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
⑷
。
他
方
、
御
室
以
外
の
法
親
王
や
院
政
期
以
降
の
法
親
王
に
つ
い
て
の
研
究
は
立
ち
後
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
鎌
倉
時
代
の
天
台
系
法
親
王
の
分
析
か
ら
、
法
親
王
の
有
す
る
寺
院
勢
力
統
制
の
機
能
及
び
貴
族
社
会
に
お
け
る
政
治
性
を
積
極
的
に
評
価
し
た
安
達
直
哉
氏
の
研
究
は
注
目
さ
れ
る
⑸
。
安
達
氏
の
指
摘
は
仁
和
寺
御
室
の
み
な
ら
ず
、
延
暦
寺
な
ど
の
権
門
寺
院
に
配
さ
れ
た
法
親
王
を
も
含
め
て
、
総
体
と
し
て
の
法
親
王
を
論
じ
る
こ
と
の
必
要
性
を
促
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
院
政
が
中
世
前
期
を
通
じ
て
公
家
政
権
の
基
本
と
な
る
政
治
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
政
治
形
態
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
六
四
法
親
王
に
つ
い
て
広
く
分
析
を
行
う
こ
と
は
、
中
世
前
期
の
王
家
の
存
在
形
態
を
考
え
る
う
え
で
も
有
益
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
鎌
倉
期
、
特
に
承
久
の
乱
後
に
成
立
し
た
後
高
倉
王
家
の
法
親
王
達
を
素
材
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
以
下
、【
系
図
】
参
照
）⑹
。
後
高
倉
院
（
守
貞
親
王
）
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
承
久
の
乱
に
お
け
る
後
鳥
羽
皇
統
の
断
絶
を
受
け
て
、
太
上
天
皇
の
位
を
贈
ら
れ
院
政
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
後
高
倉
院
と
妃
北
白
河
院
の
間
に
誕
生
し
た
三
人
の
皇
子
う
ち
、
年
長
の
第
一
皇
子
尊
性
と
第
二
皇
子
道
深
は
す
で
に
出
家
し
て
い
た
た
め
に
天
皇
候
補
と
な
り
え
ず
、
第
三
皇
子
茂
仁
が
後
堀
河
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
。
そ
の
結
果
、
尊
性
・
道
深
は
後
堀
河
即
位
後
の
同
年
十
月
に
親
王
宣
下
を
受
け
、
法
親
王
と
な
っ
た
の
で
あ
る
⑺
。
こ
の
こ
と
は
後
高
倉
王
家
が
乱
以
前
に
は
皇
位
皇
統
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
り
、
尊
性
達
が
法
親
王
と
し
て
の
基
盤
を
何
ら
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
成
立
事
情
を
も
つ
後
高
倉
王
家
の
法
親
王
を
取
り
上
げ
る
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
は
法
脈
や
師
資
相
承
の
過
程
、
天
台
座
主
や
仁
和
寺
御
室
と
い
う
立
場
か
ら
個
別
に
言
及
さ
れ
て
き
た
従
来
の
鎌
倉
期
法
親
王
研
究
に
対
し
、
法
親
王
を
「
親
王
」
と
し
て
ひ
と
つ
の
王
家
の
構
成
員
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
考
察
す
る
目
的
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
鎌
倉
期
固
有
の
皇
統
の
問
題
か
ら
で
あ
る
。
承
久
の
乱
と
四
条
天
皇
の
夭
折
は
鎌
倉
期
の
王
家
に
二
度
の
皇
位
皇
統
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
法
親
王
創
出
の
本
義
が
白
河
の
王
権
護
持
と
そ
の
正
当
化
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
⑻
、
後
高
倉
王
家
は
承
久
の
乱
に
よ
っ
て
一
度
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
皇
位
皇
統
が
新
た
に
一
か
ら
歩
み
始
め
た
事
例
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
法
親
王
の
動
向
の
検
討
は
、
そ
の
存
在
意
義
と
王
家
の
存
在
形
態
を
探
る
点
か
ら
も
重
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
以
下
、
本
稿
で
は
後
高
倉
王
家
の
法
親
王
の
顕
密
寺
院
諸
職
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
具
体
事
例
か
ら
右
の
問
題
を
考
察
す
る
。
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
六
五
一
、
道
深
法
親
王
と
東
大
寺
・
仁
和
寺
（
１
）
東
大
寺
東
南
院
院
主
職
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
三
月
、
国
母
で
あ
る
北
白
河
院
の
御
所
持
明
院
殿
に
東
大
寺
衆
徒
が
群
参
し
、
同
寺
領
播
磨
国
大
部
荘
の
預
所
職
治
部
卿
局
の
非
法
を
訴
え
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
⑼
。
こ
れ
は
治
部
卿
局
の
年
貢
未
進
に
基
づ
く
前
年
来
の
東
大
寺
側
の
預
所
職
改
替
要
求
に
お
い
て
、
北
白
河
院
が
自
身
に
仕
え
る
女
房
で
あ
る
治
部
卿
局
を
擁
護
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
⑽
。
し
た
が
っ
て
こ
の
事
件
は
東
大
寺
衆
徒
と
北
白
河
院
と
の
対
立
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
背
景
に
先
だ
っ
て
起
こ
っ
て
い
た
東
大
寺
東
南
院
院
主
職
を
め
ぐ
る
、
東
大
寺
と
道
深
法
親
王
及
び
後
高
倉
王
家
と
の
対
立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
道
深
の
東
南
院
院
主
職
相
続
を
め
ぐ
る
事
例
を
検
討
す
る
。
な
お
こ
の
相
続
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
平
雅
行
氏
、
遠
藤
基
郎
氏
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
る
が
⑾
、
本
稿
で
は
道
深
と
後
高
倉
王
家
の
動
向
に
注
目
し
事
態
の
推
移
を
追
う
こ
と
に
し
た
い
。
道
深
は
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
誕
生
し
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
十
二
月
に
仁
和
寺
で
御
室
道
助
法
親
王
を
戒
師
と
し
て
出
家
し
た
の
ち
、
東
大
寺
で
受
戒
し
、
同
寺
東
南
院
に
入
室
し
て
い
る
⑿
。
道
深
の
東
南
院
院
主
定
範
の
も
と
へ
の
入
室
は
、
将
来
の
院
主
継
承
者
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
に
よ
っ
て
状
況
は
一
変
す
る
。
仁
和
寺
御
室
道
助
の
も
と
に
次
代
御
室
と
し
て
入
室
し
て
い
た
順
徳
院
皇
子
尊
覚
は
、
乱
に
よ
っ
て
そ
の
立
場
を
追
わ
れ
⒀
、
替
わ
っ
て
道
深
が
御
室
後
継
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
道
深
は
同
年
十
月
十
三
日
に
親
王
宣
下
を
受
け
、
同
二
十
一
日
に
南
都
か
ら
仁
和
寺
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
承
久
の
乱
に
起
因
す
る
皇
位
皇
統
の
変
化
に
よ
っ
て
、
新
た
な
皇
統
の
法
親
王
た
る
道
深
が
次
代
の
仁
和
寺
御
室
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
道
深
の
立
場
の
変
化
は
東
南
院
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
東
南
院
門
徒
は
、
三
論
・
真
言
両
宗
を
兼
学
し
「
常
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
六
六
住
」
を
原
則
と
す
る
東
南
院
院
主
職
と
仁
和
寺
御
室
職
と
は
「
不
レ
能
二
御
兼
帯
一
」
と
し
て
、
新
た
な
院
主
後
継
者
を
後
高
倉
院
に
要
求
し
、
結
果
、
久
我
通
親
息
定
親
が
後
継
者
と
さ
れ
定
範
の
も
と
に
入
室
し
た
の
で
あ
る
⒁
。
と
こ
ろ
が
定
範
が
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
に
死
去
す
る
と
、
決
着
し
た
は
ず
の
院
主
職
相
続
問
題
が
再
燃
す
る
。『
明
月
記
』
同
年
三
月
九
日
条
に
は
、
（
後
高
倉
院
）
定
範
法
印
東
大
寺
東
南
院
門
跡
、
可
レ
為
二
仁
和
寺
宮
御
沙
汰
一
由
、
法
皇
御
在
世
之
時
、
進
二
証
文
一
了
云
々
、
日
来
伝
聞
、
南
京
頗
憤
思
云
々
、〈
南
京
事
、
可
レ
為
二
仁
和
寺
御
領
一
事
〉（
割
注
│
筆
者
注
。
以
下
同
）
と
あ
り
、
定
範
は
後
高
倉
の
存
生
中
に
仁
和
寺
宮
道
深
へ
の
東
南
院
相
続
を
証
文
を
以
て
約
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
東
南
院
を
仁
和
寺
の
も
と
に
置
く
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
東
南
院
門
徒
を
は
じ
め
と
す
る
東
大
寺
側
の
激
し
い
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
定
範
の
証
文
を
も
と
に
権
利
を
主
張
す
る
道
深
と
、
生
前
の
後
高
倉
の
承
認
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
定
親
・
東
大
寺
衆
徒
ら
と
の
対
立
が
表
面
化
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
同
年
十
一
月
、
定
親
の
濫
妨
を
停
止
し
、
道
深
に
東
南
院
門
跡
房
舎
聖
教
な
ら
び
に
附
属
荘
園
二
十
八
ヶ
所
│
す
な
わ
ち
院
主
職
│
を
安
堵
す
る
旨
の
後
堀
河
天
皇
宣
旨
が
出
さ
れ
た
⒂
。
こ
の
宣
旨
は
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
道
深
の
十
月
三
十
日
付
の
解
状
に
応
じ
る
か
た
ち
で
出
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
定
親
を
「
偸
相
二
語
院
内
僧
徒
一
、
不
レ
帯
二
一
紙
之
証
文
一
、
无
二
指
道
理
一
、
恣
可
レ
補
二
彼
院
主
職
一
」
と
非
難
し
、「
永
禁
二
遏
定
親
之
奸
謀
一
、
都
停
二
止
甲
乙
押
妨
一
」
す
る
こ
と
を
求
め
た
道
深
の
解
状
を
認
め
る
、
こ
の
官
宣
旨
が
出
さ
れ
た
背
景
で
あ
る
。『
明
月
記
』
同
年
十
一
月
十
六
日
条
に
は
「
可
レ
被
レ
下
二
官
符
一
之
由
母
后
骨
頂
給
」
と
あ
り
、
官
宣
旨
は
「
母
后
」
北
白
河
院
が
道
深
へ
の
院
主
職
相
続
を
確
た
る
も
の
と
す
べ
く
、
後
堀
河
に
迫
っ
て
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
明
月
記
』
同
日
条
の
記
事
は
そ
の
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
去
比
公
家
可
レ
被
レ
進
二
請
文
一
之
由
有
二
其
沙
汰
一
、
自
二
女
院
一
被
レ
奉
二
其
草
一
、
披
見
之
処
、
無
品
法
親
王
庁
申
解
、
端
書
以
下
文
章
極
不
二
尋
常
一
、
此
事
摠
無
二
先
例
一
之
間
、
極
難
レ
量
二
可
否
一
、
又
視
了
已
講
〈
通
親
公
子
、
維
摩
当
講
〉
有
二
摧
折
詞
等
一
、
又
約
而
（
直
）
入
二
定
範
室
一
由
載
レ
之
、
云
レ
彼
云
レ
是
、
事
頗
軽
々
、
御
室
聞
食
召
二
大
蔵
卿
一
、
被
レ
逢
二
此
御
方
一
、
且
相
計
、
見
苦
文
章
等
令
レ
置
レ
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
六
七
（
直
）
之
、
被
二
清
書
一
進
令
レ
参
二
高
野
一
給
之
間
、
於
二
女
院
一
又
被
レ
置
二
其
状
一
、
只
如
レ
本
書
成
被
レ
進
、
随
被
レ
成
二
官
符
一
了
、
而
寺
衆
徒
蜂
起
、
打
二
付
大
仏
殿
一
可
二
逐
電
一
云
々
、
す
な
わ
ち
北
白
河
院
が
草
案
を
成
し
た
無
品
法
親
王
庁
解
は
極
め
て
違
例
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
道
深
に
よ
る
院
主
職
相
続
の
正
当
性
を
支
持
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
を
聞
い
た
御
室
道
助
が
文
章
等
を
訂
正
・
清
書
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
北
白
河
院
は
道
助
が
清
書
し
た
草
稿
を
再
び
当
初
の
状
態
に
直
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
官
符
が
出
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
道
深
の
み
な
ら
ず
北
白
河
院
も
院
主
職
相
続
に
一
方
な
ら
ぬ
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
宣
旨
は
事
態
の
収
拾
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
東
大
寺
衆
徒
等
の
強
訴
を
引
き
起
こ
す
。
事
態
の
悪
化
を
憂
慮
し
御
室
道
助
や
仁
和
寺
側
も
こ
の
官
宣
旨
の
受
け
取
り
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
が
、
道
深
お
よ
び
北
白
河
院
は
そ
れ
を
無
視
し
て
い
る
。
十
二
月
に
入
る
と
、
十
六
日
に
は
興
福
寺
衆
徒
等
が
先
の
官
宣
旨
の
取
り
消
し
を
求
め
て
関
白
近
衛
家
実
邸
に
群
参
し
、
裁
許
が
無
け
れ
ば
東
大
寺
・
興
福
寺
を
焼
払
う
と
迫
っ
た
⒃
。
こ
れ
は
東
南
院
主
が
三
論
宗
長
者
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
東
大
寺
・
興
福
寺
が
行
動
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
北
白
河
院
・
彼
宮
、
全
無
二
御
承
引
之
気
一
」
と
い
う
有
様
で
、
さ
ら
に
道
深
は
東
南
院
の
所
領
支
配
に
関
す
る
文
書
を
仁
和
寺
に
運
び
、
親
王
庁
下
文
に
よ
っ
て
「
住
京
輩
」
に
所
領
の
充
行
い
を
し
て
い
る
⒄
。
二
十
三
日
に
は
北
白
河
院
近
臣
の
大
炊
御
門
光
俊
が
同
院
の
も
と
に
⒅
、
翌
日
に
は
藤
原
定
家
が
尊
性
法
親
王
の
も
と
に
参
上
し
て
そ
れ
ぞ
れ
院
主
職
放
棄
を
訴
え
た
。
近
臣
達
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
関
白
家
実
や
関
東
申
次
の
立
場
に
あ
っ
た
西
園
寺
公
経
ま
で
も
が
院
主
職
放
棄
を
促
す
に
至
り
、
つ
い
に
道
深
と
北
白
河
院
は
院
主
職
を
手
放
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
道
深
の
放
棄
後
も
相
続
問
題
は
紛
糾
し
、
翌
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
定
範
の
門
弟
で
あ
っ
た
道
快
へ
の
相
続
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
白
河
院
が
定
親
の
相
続
に
あ
く
ま
で
反
対
し
た
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
⒆
。
こ
の
東
南
院
院
主
職
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
は
、
次
の
二
つ
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
生
前
の
後
高
倉
の
決
定
を
翻
し
、
東
大
寺
や
仁
和
寺
内
部
の
反
対
を
退
け
て
ま
で
院
主
職
の
兼
帯
を
図
ろ
う
と
す
る
道
深
及
び
北
白
河
院
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
六
八
は
、
時
の
東
大
寺
別
当
成
宝
の
よ
う
に
東
大
寺
内
部
に
も
後
高
倉
王
家
側
の
動
き
を
支
持
す
る
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
遠
藤
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
皇
位
皇
統
た
る
後
高
倉
王
家
と
結
び
つ
き
を
深
め
、
法
親
王
を
入
寺
さ
せ
る
こ
と
で
東
南
院
、
ひ
い
て
は
東
大
寺
の
寺
格
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
⒇
。
つ
づ
い
て
二
点
目
は
、
こ
の
相
続
問
題
は
公
家
政
権
と
権
門
寺
院
間
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
過
程
で
幕
府
を
巻
き
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
定
親
や
道
快
は
相
論
の
過
程
で
、
幕
府
僧
定
豪
を
頼
っ
て
い
た
。
定
豪
は
当
時
、
幕
府
の
権
威
を
背
景
に
畿
内
寺
院
諸
職
に
介
入
し
て
お
り
21
、
東
南
院
相
続
問
題
も
幕
府
の
権
威
を
背
景
に
し
た
定
豪
達
と
、
道
深
と
の
対
立
構
図
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
道
深
自
身
が
後
年
、
定
豪
の
妨
げ
に
よ
り
院
主
職
相
続
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
お
け
る
幕
府
の
影
響
力
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
22
。
（
２
）
仁
和
寺
御
室
職
次
に
東
南
院
問
題
の
発
端
に
な
っ
た
仁
和
寺
御
室
職
に
つ
い
て
、
道
深
に
よ
る
そ
の
継
承
の
過
程
を
検
討
す
る
。
仁
和
寺
御
室
道
助
法
親
王
の
も
と
に
入
室
し
て
い
た
道
深
に
、
最
初
に
伝
法
灌
頂
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
二
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。『
明
月
記
』
同
年
五
月
二
十
日
条
に
、
（
北
）
廿
日
、（
中
略
）午
時
許
覚
法
眼
来
談
、
去
比
関
白
殿
以
二
助
清
朝
臣
一
、
宮
早
速
可
下
奉
レ
授
二
灌
頂
一
給
上
由
、
自
二
比
白
河
院
一
度
々
被
レ
仰
、
雖
下
不
レ
知
二
案
内
一
事
上
、
依
二
頻
仰
詞
一
加
レ
詞
由
令
レ
申
歟
、
と
み
え
る
よ
う
に
、
道
助
の
も
と
に
関
白
近
衛
家
実
が
、
道
深
に
す
み
や
か
に
灌
頂
を
授
け
る
よ
う
に
北
白
河
院
が
頻
り
に
催
促
し
て
い
る
旨
を
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
北
白
河
院
の
執
拗
な
催
促
に
困
惑
し
て
い
る
家
実
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
情
報
を
藤
原
定
家
に
も
た
ら
し
た
、
史
料
中
の
「
覚
法
眼
」
と
は
、
道
助
の
房
官
と
し
て
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
覚
寛
と
い
う
人
物
で
あ
る
23
。
し
た
が
っ
て
こ
の
情
報
は
極
め
て
信
憑
性
の
高
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
北
白
河
院
の
要
請
に
対
し
道
助
は
、
灌
頂
の
師
た
る
に
は
五
十
歳
以
後
と
す
る
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
六
九
「
大
師
御
遺
戒
」
が
存
在
す
る
こ
と
、
先
例
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
「
北
院
御
室
」
こ
と
守
覚
法
親
王
の
場
合
は
三
十
五
歳
で
伝
法
灌
頂
を
授
け
た
こ
と
、
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
灌
頂
実
施
に
消
極
的
な
態
度
を
み
せ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
当
時
三
十
五
歳
だ
っ
た
後
白
河
院
皇
子
守
覚
が
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
に
同
じ
く
後
白
河
皇
子
の
十
九
歳
の
道
法
法
親
王
に
灌
頂
を
授
け
た
の
も
、
そ
の
道
法
が
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
四
七
歳
で
後
鳥
羽
院
皇
子
で
あ
る
十
七
歳
の
道
助
に
灌
頂
を
授
け
た
の
も
、
両
例
と
も
師
の
危
急
の
病
が
原
因
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
嘉
禄
二
年
当
時
に
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
道
助
は
、
三
十
五
歳
で
伝
法
灌
頂
し
た
守
覚
の
先
例
を
理
由
に
、
ひ
と
ま
ず
は
早
期
実
施
を
求
め
る
北
白
河
院
の
訴
え
を
退
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
再
び
道
深
へ
の
伝
法
灌
頂
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
の
は
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）、
ま
さ
に
御
室
道
助
が
三
十
五
歳
に
な
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
間
、
道
深
は
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
に
広
隆
寺
別
当
職
を
獲
得
し
、
寛
喜
元
年
に
は
宮
中
に
お
け
る
修
孔
雀
経
法
勧
賞
と
し
て
二
品
に
叙
さ
れ
る
な
ど
24
、
御
室
継
承
者
と
し
て
の
地
盤
を
少
し
ず
つ
築
い
て
い
た
。
そ
し
て
同
年
閏
正
月
に
は
早
速
「
今
年
十
月
宮
可
レ
有
二
御
灌
頂
一
、
御
室
卅
五
、
北
院
一
度
之
御
例
也
」25
と
あ
り
、
先
度
の
道
助
の
言
質
と
し
て
今
度
は
有
無
を
言
わ
せ
ず
灌
頂
実
施
が
決
定
さ
れ
て
い
る
26
。
そ
し
て
同
年
十
二
月
に
道
助
か
ら
道
深
へ
の
灌
頂
が
行
わ
れ
、
そ
の
間
北
白
河
院
は
灌
頂
決
定
を
幕
府
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
灌
頂
の
日
次
の
決
定
に
関
与
し
、
灌
頂
当
日
は
仁
和
寺
に
御
幸
し
て
灌
頂
を
見
届
け
て
い
る
27
。
な
お
道
深
へ
の
伝
法
灌
頂
直
後
の
同
年
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
道
助
は
仁
和
寺
観
音
院
結
縁
灌
頂
で
大
阿
闍
梨
を
勤
め
た
。
土
谷
恵
氏
に
よ
れ
ば
、
観
音
院
結
縁
灌
頂
は
仁
和
寺
の
主
要
法
会
で
あ
り
、
そ
の
大
阿
闍
梨
を
勤
め
る
こ
と
は
伝
法
灌
頂
と
共
に
、
御
室
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
通
過
儀
礼
で
あ
る
と
い
う
28
。
伝
法
灌
頂
と
観
音
院
結
縁
灌
頂
と
い
う
二
大
通
過
儀
礼
を
終
え
た
道
助
は
、
翌
年
三
月
に
は
高
野
山
に
蟄
居
し
、
仁
和
寺
寺
務
の
実
質
的
権
限
は
道
深
の
も
と
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
29
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
道
助
か
ら
道
深
へ
の
伝
法
灌
頂
の
実
施
及
び
御
室
職
相
続
に
至
る
一
連
の
過
程
に
お
い
て
は
、
道
深
自
身
よ
り
も
、
国
母
と
し
て
の
権
威
を
背
景
に
北
白
河
院
が
灌
頂
実
施
を
強
硬
に
要
求
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
承
久
の
乱
で
敗
北
し
た
後
鳥
羽
皇
統
か
ら
、
仁
和
寺
御
室
と
い
う
王
家
に
お
け
る
特
別
な
地
位
を
自
身
の
皇
統
に
獲
得
し
よ
う
と
す
る
後
高
倉
王
家
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
〇
の
行
動
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
二
、
尊
性
法
親
王
と
四
天
王
寺
別
当
職
つ
づ
い
て
後
高
倉
王
家
の
も
う
一
人
の
法
親
王
尊
性
に
つ
い
て
、
四
天
王
寺
別
当
職
を
め
ぐ
る
事
例
を
素
材
に
そ
の
動
向
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
尊
性
法
親
王
は
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
に
誕
生
し
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
三
月
に
出
家
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
延
暦
寺
妙
法
院
実
全
の
も
と
に
入
室
し
て
い
る
30
。
後
堀
河
即
位
後
に
法
親
王
と
な
っ
た
尊
性
は
、
同
年
十
二
月
に
は
護
持
僧
に
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
三
月
に
は
山
門
僧
と
し
て
は
初
例
と
な
る
二
品
に
叙
さ
れ
て
い
る
31
。
こ
う
し
た
経
歴
を
も
つ
尊
性
に
と
っ
て
、
最
初
に
獲
得
し
た
寺
院
社
会
に
お
け
る
職
が
四
天
王
寺
別
当
職
で
あ
っ
た
。
四
天
王
寺
別
当
職
と
は
天
台
宗
傘
下
の
四
天
王
寺
の
寺
務
を
総
裁
す
る
職
で
あ
る
。
こ
の
別
当
職
を
め
ぐ
っ
て
は
古
代
以
来
、
山
門
と
寺
門
が
同
職
獲
得
、
ひ
い
て
は
四
天
王
寺
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
続
け
て
い
た
。
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
に
寺
門
僧
覚
助
が
任
命
さ
れ
て
か
ら
は
、
寺
門
が
別
当
職
を
独
占
し
て
い
た
が
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
平
清
盛
に
よ
っ
て
山
門
僧
明
雲
が
補
任
さ
れ
る
。
し
か
し
明
雲
の
次
代
に
は
再
び
寺
門
の
定
恵
が
任
命
さ
れ
、
後
白
河
院
か
ら
同
職
を
園
城
寺
平
等
院
に
附
属
さ
せ
る
旨
の
院
宣
を
獲
得
し
て
い
る
32
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
同
職
を
め
ぐ
っ
て
対
立
は
続
き
、『
四
天
王
寺
別
当
次
第
』
に
よ
っ
て
鎌
倉
初
期
〜
中
期
の
同
職
相
承
過
程
を
み
る
と
、
慈
円（
山
門
）
│
真
性（
山
門
）
│
慈
円（
山
門
）
│
尊
性（
山
門
）
│
良
快（
山
門
）
│
尊
性（
山
門
）
と
な
っ
て
い
る
。
尊
性
の
前
任
者
慈
円
は
再
三
に
渡
り
辞
意
を
示
し
つ
つ
も
33
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
九
月
に
没
す
る
ま
で
そ
の
職
を
退
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
慈
円
の
没
後
、
別
当
職
を
め
ぐ
る
抗
争
が
再
燃
す
る
の
で
あ
る
。
寺
門
は
す
で
に
慈
円
存
命
中
に
別
当
職
の
平
等
院
へ
の
返
付
を
訴
え
る
な
ど
し
て
お
り
34
、
慈
円
後
任
に
は
法
務
良
尊
を
推
し
て
い
た
。
一
方
、
山
門
は
慈
円
の
遺
言
を
も
と
に
妙
香
院
良
快
を
推
す
な
ど
し
て
両
候
補
者
を
戴
く
山
門
・
寺
門
の
対
立
が
激
化
し
、
山
門
側
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
一
は
日
々
蜂
起
し
、
良
尊
を
補
任
す
れ
ば
堂
舎
を
焼
き
払
う
と
迫
っ
て
い
る
35
。
そ
う
し
た
な
か
で
突
如
と
し
て
十
月
十
九
日
に
、
尊
性
を
四
天
王
寺
別
当
に
と
の
話
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。『
明
月
記
』
に
よ
れ
ば
当
初
は
就
任
に
消
極
的
な
態
度
を
み
せ
る
尊
性
で
あ
っ
た
が
、
同
二
十
一
日
に
後
堀
河
天
皇
が
尊
性
に
別
当
職
継
承
を
直
接
求
め
る
と
受
諾
の
構
え
を
み
せ
、
同
年
十
二
月
に
尊
性
は
四
天
王
寺
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
が
、
な
ぜ
山
門
・
寺
門
の
候
補
者
を
退
け
て
尊
性
の
就
任
が
実
現
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
後
堀
河
の
再
三
の
勅
と
い
う
点
か
ら
後
高
倉
王
家
の
意
向
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
当
初
尊
性
が
そ
の
申
出
を
断
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
王
家
側
の
意
向
と
は
判
じ
難
い
。
こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、
以
下
に
述
べ
る
尊
性
の
同
職
辞
任
の
過
程
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
な
状
況
で
の
尊
性
の
就
任
は
当
然
な
が
ら
四
天
王
寺
僧
徒
の
反
発
を
招
き
、
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
十
月
に
は
、
四
天
王
寺
僧
徒
が
尊
性
を
排
斥
す
べ
く
寺
中
に
藁
を
積
み
放
火
を
企
て
て
い
る
36
。
こ
れ
に
先
だ
つ
同
年
三
月
に
は
日
吉
二
宮
宮
仕
法
師
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
に
関
連
し
て
延
暦
寺
が
蜂
起
、
そ
の
責
任
を
負
っ
て
、
尊
性
が
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
以
来
就
任
し
て
い
た
天
台
座
主
職
を
辞
任
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
37
。
四
天
王
寺
に
お
け
る
同
年
の
排
斥
運
動
は
こ
の
座
主
辞
任
の
機
に
乗
じ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
寛
喜
三
年
八
月
に
は
四
天
王
寺
僧
徒
は
尊
性
の
別
当
解
任
を
幕
府
に
訴
え
て
騒
擾
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、『
明
月
記
』
同
年
九
月
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
天
王
寺
可
二
沙
汰
鎮
一
由
被
レ
仰
二
関
東
一
、
遣
二
武
士
一
召
二
取
凶
徒
一
事
、
悪
徒
所
行
已
以
至
極
、
積
儲
藁
之
上
放
火
之
条
、
更
非
下
下
二
（
暫
）
向
武
士
一
之
進
止
上
、
仏
法
最
初
之
寺
若
為
二
灰
燼
一
歟
、
後
悔
可
レ
無
二
其
詮
一
、
親
王
督
有
二
御
辞
退
一
、
閑
有
後
日
沙
汰
宜
歟
之
由
申
レ
之
間
、
親
王
已
難
二
抑
留
給
一
歟
、
武
力
に
よ
る
鎮
圧
を
求
め
る
尊
性
側
に
、
悪
徒
が
放
火
す
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
武
士
の
派
遣
は
困
難
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
尊
性
が
一
旦
別
当
を
辞
任
し
、
後
日
再
び
還
補
す
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
幕
府
が
そ
の
よ
う
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
二
に
言
っ
て
き
た
以
上
「
親
王
已
難
二
抑
留
給
一
歟
」
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
問
題
を
受
け
て
尊
性
は
「
座
主
法
務
共
有
二
所
縁
一
、
可
レ
止
二
親
王
寺
務
一
由
示
二
関
東
一
之
由
、
親
王
被
レ
成
レ
疑
」、
つ
ま
り
座
主
良
快
と
法
務
良
尊
と
も
に
縁
故
の
あ
る
前
関
白
で
関
東
申
次
の
立
場
に
あ
っ
た
九
条
道
家
が
、
尊
性
の
別
当
職
辞
任
を
幕
府
に
進
言
し
た
た
め
に
、
幕
府
が
先
述
の
解
決
法
を
示
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
四
天
王
寺
別
当
職
に
対
す
る
幕
府
の
発
言
力
を
示
し
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
す
で
に
高
橋
慎
一
朗
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
38
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
尊
性
の
別
当
職
就
任
も
幕
府
の
後
押
し
が
あ
っ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
尊
性
の
天
台
座
主
職
就
任
・
辞
任
、
還
補
の
過
程
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
幕
府
の
対
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
尊
性
は
、「
全
不
レ
可
二
辞
退
一
由
被
レ
申
」
で
あ
っ
た
。『
明
月
記
』
に
よ
っ
て
事
態
の
推
移
を
追
う
と
、
九
月
十
六
日
に
尊
性
は
、
北
白
河
院
や
後
堀
河
の
憂
慮
を
受
け
、
武
力
に
よ
る
悪
徒
鎮
圧
に
際
し
て
放
火
・
焼
失
を
懸
念
し
な
が
ら
も
、
辞
退
せ
ず
と
い
う
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
後
堀
河
は
事
態
解
決
を
図
り
公
卿
ら
に
諮
問
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
策
を
み
な
か
っ
た
よ
う
で
、
つ
い
に
十
月
二
十
日
、
尊
性
は
「
被
レ
甲
勇
士
等
」
を
四
天
王
寺
に
派
遣
し
て
僧
徒
ら
と
合
戦
に
及
ん
で
い
る
39
。
こ
の
武
力
行
使
は
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
し
か
し
事
態
を
収
拾
す
る
に
は
至
ら
ず
、
結
果
と
し
て
尊
性
は
同
年
十
二
月
十
三
日
に
別
当
職
を
辞
し
、
後
任
に
は
山
門
の
良
快
が
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
合
戦
以
降
か
ら
辞
任
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
史
料
に
乏
し
い
が
、
別
当
職
辞
任
後
の
尊
性
は
、
後
堀
河
な
ら
び
に
東
宮
秀
仁
（
道
家
孫
）
の
護
持
僧
を
辞
し
て
北
白
河
院
御
所
に
籠
居
し
て
お
り
40
、
そ
の
意
は
あ
く
ま
で
辞
任
に
は
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
尊
性
は
就
任
時
の
消
極
的
姿
勢
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
辞
任
時
に
は
武
力
に
よ
る
僧
徒
鎮
圧
を
強
行
、
あ
く
ま
で
辞
任
に
応
じ
な
い
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
尊
性
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
七
月
に
同
別
当
に
還
補
し
た
が
、
そ
の
際
に
も
積
極
的
に
幕
府
に
再
任
を
働
き
か
け
て
い
る
41
。
こ
う
し
た
同
職
へ
の
強
い
執
着
こ
そ
が
、
還
補
後
の
四
天
王
寺
と
住
吉
社
の
堺
相
論
問
題
や
四
天
王
寺
執
行
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
よ
る
執
行
殺
害
事
件
と
そ
れ
に
端
を
発
し
た
寺
内
紛
争
に
お
い
て
、
尊
性
の
武
力
に
よ
る
鎮
圧
を
惹
起
し
、
尊
性
別
当
時
代
の
四
天
王
寺
に
つ
い
て
検
討
し
た
川
岸
宏
教
氏
が
「
尊
性
の
事
跡
か
ら
流
血
の
痕
跡
を
払
拭
し
尽
す
こ
と
は
で
き
な
い
」42
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
三
と
評
す
る
よ
う
な
状
況
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
尊
性
の
強
い
執
着
は
、
時
に
後
ろ
楯
で
あ
る
幕
府
の
意
向
に
す
ら
反
す
る
行
動
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
、
後
高
倉
王
家
と
法
親
王
こ
れ
ま
で
二
章
に
わ
た
っ
て
、
後
高
倉
王
家
の
法
親
王
の
動
向
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
う
え
で
従
来
の
研
究
で
は
仁
和
寺
御
室
や
天
台
座
主
・
四
天
王
寺
別
当
と
し
て
各
々
個
別
に
言
及
さ
れ
て
き
た
両
者
の
動
向
を
、
後
高
倉
王
家
と
い
う
一
つ
の
家
に
属
す
る
法
親
王
と
い
う
枠
組
の
な
か
で
新
た
に
捉
え
直
す
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。第
一
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
後
高
倉
王
家
の
法
親
王
達
は
積
極
的
に
権
門
寺
院
に
お
け
る
諸
職
獲
得
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
親
王
個
人
の
意
志
と
い
う
よ
り
は
、
後
高
倉
王
家
の
方
針
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
事
由
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
一
つ
は
鎌
倉
期
固
有
の
皇
位
皇
統
の
変
化
と
い
う
問
題
に
起
因
す
る
、
法
親
王
と
し
て
の
不
安
定
性
で
あ
る
。
尊
性
・
道
深
と
も
に
親
王
宣
下
は
後
堀
河
の
即
位
後
で
あ
り
、
そ
れ
は
承
久
の
乱
に
と
も
な
う
後
鳥
羽
皇
統
の
断
絶
に
よ
る
後
堀
河
即
位
と
い
う
偶
発
的
事
象
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
法
親
王
と
し
て
の
素
地
│
具
体
的
に
は
顕
密
寺
院
に
お
け
る
地
位
や
経
済
基
盤
│
を
持
た
な
い
ま
ま
両
者
は
突
如
と
し
て
法
親
王
の
地
位
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
応
し
い
基
盤
の
獲
得
が
当
初
の
課
題
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
後
高
倉
王
家
の
成
立
初
期
に
諸
寺
院
と
の
問
題
が
集
中
し
て
起
こ
っ
て
い
る
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
先
に
み
た
東
南
院
院
主
職
と
四
天
王
寺
別
当
職
問
題
は
、
嘉
禄
元
年
に
後
高
倉
王
家
が
同
時
多
発
的
に
直
面
し
た
問
題
で
あ
っ
た
43
。
ま
た
基
盤
の
獲
得
と
い
う
点
で
は
、
例
と
し
て
尊
性
が
入
室
し
て
い
た
妙
法
院
は
、
尊
性
の
時
代
に
門
跡
と
し
て
確
立
を
み
た
と
さ
れ
て
い
る
が
44
、
こ
れ
は
法
親
王
と
い
う
貴
種
尊
性
の
も
と
で
院
領
の
再
編
や
新
た
な
所
領
・
諸
職
の
獲
得
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
四
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【系図】後高倉王家関係系図
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
五
た
た
め
に
、
経
済
基
盤
・
寺
院
と
し
て
の
格
と
い
う
両
面
か
ら
「
門
跡
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
も
う
一
つ
は
、
法
親
王
に
よ
っ
て
王
権
護
持
や
宗
教
界
の
統
制
を
は
か
る
、
前
代
以
来
の
法
親
王
に
求
め
ら
れ
て
き
た
役
割
か
ら
で
あ
る
。
仁
和
寺
御
室
は
院
権
力
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
「
院
と
緊
密
な
血
縁
的
紐
帯
で
結
ば
れ
た
宗
教
権
門
」
で
あ
り
45
、
院
権
力
を
護
持
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
北
白
河
院
が
道
助
に
道
深
へ
の
伝
法
灌
頂
を
強
引
に
迫
り
、
自
ら
の
皇
統
の
御
室
の
現
出
を
は
か
っ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
同
時
に
御
室
は
王
家
御
願
寺
で
あ
る
六
勝
寺
検
校
を
兼
帯
し
た
。
例
え
ば
法
勝
寺
の
法
会
は
中
世
学
僧
の
重
要
な
僧
綱
昇
進
の
途
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
校
と
し
て
統
括
す
る
御
室
を
通
じ
て
王
権
が
顕
密
寺
院
の
統
制
を
は
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
46
。
ま
た
そ
の
寺
司
に
は
御
室
を
頂
点
に
そ
の
下
に
大
寺
院
の
座
主
・
別
当
が
配
さ
れ
、「
天
皇
王
権
の
宗
教
的
表
象
で
あ
る
御
室
法
親
王
と
、
特
権
的
顕
教
寺
院
の
長
官
と
い
う
権
力
配
置
。
天
皇
家
王
権
の
最
高
の
氏
寺
と
い
う
に
相
応
し
い
配
置
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
47
。
そ
し
て
尊
性
が
就
仕
し
た
天
台
座
主
職
も
延
暦
寺
内
の
諸
職
に
対
す
る
補
任
権
を
通
じ
て
統
制
を
は
か
る
重
要
な
職
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
尊
性
が
四
天
王
寺
別
当
職
に
拘
泥
し
た
理
由
も
、
王
権
に
よ
る
権
門
寺
院
末
寺
支
配
へ
の
介
入
と
い
う
側
面
か
ら
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
畿
内
の
一
寺
院
に
す
ぎ
な
い
四
天
王
寺
の
別
当
職
に
執
着
し
た
背
景
に
は
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
中
心
地
で
「
仏
法
最
初
地
」
で
あ
る
四
天
王
寺
を
自
ら
の
王
家
内
に
獲
得
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
尊
性
の
別
当
時
代
に
「
聖
徳
太
子
未
来
記
」
の
発
見
が
集
中
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
48
。
第
二
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
承
久
の
乱
後
に
公
家
社
会
の
み
な
ら
ず
寺
院
社
会
に
も
影
響
力
を
増
し
た
幕
府
と
、
後
高
倉
王
家
が
積
極
的
に
関
係
構
築
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
後
高
倉
王
家
は
そ
の
成
立
事
情
か
ら
幕
府
と
は
協
調
関
係
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
嘉
禄
年
間
に
直
面
し
た
東
南
院
院
主
職
や
四
天
王
寺
別
当
職
を
め
ぐ
る
相
論
は
、
解
決
の
過
程
で
後
高
倉
王
家
に
幕
府
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
幕
府
と
の
関
係
を
重
視
す
る
こ
の
姿
勢
こ
そ
が
、「
安
貞
二
年
の
政
変
」
と
呼
ば
れ
る
近
衛
家
実
か
ら
鎌
倉
将
軍
頼
経
の
父
で
あ
る
九
条
道
家
へ
の
突
然
の
関
白
交
代
を
発
現
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
49
。
さ
ら
に
尊
性
は
先
述
の
四
天
王
寺
住
吉
社
堺
相
論
や
四
天
王
寺
執
行
等
殺
傷
事
件
に
お
い
て
、
六
波
羅
探
題
北
条
重
時
と
緊
密
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
事
態
に
対
処
し
て
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
六
い
る
50
。
北
条
重
時
は
寺
社
紛
争
の
解
決
に
あ
た
っ
て
自
ら
権
門
寺
社
と
の
交
渉
に
あ
た
り
、
公
家
政
権
と
の
政
治
的
合
意
の
形
成
に
関
与
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
姿
勢
が
寺
社
紛
争
に
六
波
羅
探
題
と
公
家
政
権
が
連
携
し
て
対
応
す
る
方
法
と
し
て
定
着
し
、
幕
府
が
紛
争
調
停
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
た
と
い
う
51
。
換
言
す
れ
ば
、
顕
密
寺
院
の
長
た
る
法
親
王
に
は
、
寺
社
紛
争
に
お
い
て
公
家
政
権
の
み
な
ら
ず
幕
府
と
も
交
渉
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
法
親
王
ひ
い
て
は
後
高
倉
王
家
側
が
、
幕
府
の
影
響
力
と
武
力
を
積
極
的
に
利
用
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
が
、
そ
の
こ
と
が
尊
性
に
み
え
る
よ
う
に
極
め
て
政
治
的
な
側
面
を
持
っ
た
法
親
王
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
四
、
む
す
び
に
か
え
て
承
久
の
乱
に
よ
っ
て
新
た
に
皇
位
皇
統
に
設
定
さ
れ
た
後
高
倉
王
家
は
、
自
身
の
王
家
を
確
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
王
家
に
属
す
る
法
親
王
達
を
積
極
的
に
権
門
寺
社
に
送
り
諸
職
獲
得
を
通
じ
て
彼
ら
の
地
位
確
立
を
は
か
っ
た
。
そ
れ
は
院
権
力
に
よ
る
王
権
護
持
・
宗
教
界
統
制
と
い
う
従
来
の
王
家
に
お
け
る
法
親
王
の
意
義
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
過
程
で
惹
起
さ
れ
た
寺
社
紛
争
に
お
い
て
、
承
久
の
乱
後
権
威
を
相
対
的
に
向
上
さ
せ
た
幕
府
の
介
入
を
積
極
的
に
は
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
親
王
達
に
は
新
た
な
政
治
性
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
王
家
と
権
門
寺
社
と
を
媒
介
す
る
と
い
う
承
久
の
乱
以
前
の
法
親
王
の
立
場
が
、
乱
後
に
は
王
家
と
権
門
寺
社
と
幕
府
と
い
う
三
者
を
媒
介
す
る
立
場
へ
と
変
化
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
固
有
の
皇
位
皇
統
の
変
化
は
、
そ
の
都
度
、
新
た
に
皇
位
皇
統
と
な
っ
た
王
家
に
よ
る
宗
教
的
基
盤
の
再
構
築
の
必
要
性
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
任
を
担
っ
た
の
が
そ
の
王
家
に
属
す
る
法
親
王
で
あ
り
、
後
高
倉
王
家
の
場
合
に
は
尊
性
と
道
深
と
い
う
二
人
の
法
親
王
で
あ
っ
た
。
今
後
は
当
該
期
の
政
治
状
況
や
宗
教
界
全
体
の
動
静
な
ど
広
い
視
野
か
ら
分
析
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
じ
く
皇
統
の
断
絶
を
経
て
成
立
し
た
後
嵯
峨
王
家
の
事
例
を
検
討
し
、
後
高
倉
王
家
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
七
ら
の
諸
点
は
現
段
階
で
は
論
及
す
る
準
備
は
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
⑴
平
田
俊
春
「
法
親
王
考
」（『
平
安
時
代
の
研
究
』
山
一
書
房
、
一
九
四
三
年
）。
⑵
平
雅
行
「
中
世
移
行
期
の
国
家
と
仏
教
」（『
日
本
中
世
の
仏
教
と
社
会
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）、
平
岡
定
海
「
六
勝
寺
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）。
⑶
主
な
研
究
と
し
て
牛
山
佳
幸
「
入
道
親
王
と
法
親
王
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
寺
院
組
織
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）、
横
内
裕
人
「
仁
和
寺
御
室
考
│
中
世
前
期
に
お
け
る
院
権
力
と
真
言
密
教
│
」（『
日
本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）、
横
山
和
弘
ａ
「
法
親
王
制
成
立
過
程
試
論
│
仁
和
寺
御
室
覚
行
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
仁
和
寺
研
究
』
第
三
輯
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
ｂ
「
白
河
院
政
期
に
お
け
る
法
親
王
の
創
出
」（『
歴
史
評
論
』
二
〇
〇
五
年
一
月
号
）、
亀
井
健
太
郎
「
仁
和
寺
性
信
を
通
し
て
み
た
法
親
王
の
創
出
過
程
」（『
國
史
學
』
一
八
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。
⑷
横
内
前
掲
注
⑶
論
文
。
⑸
安
達
直
哉
「
法
親
王
の
政
治
的
意
義
」（
竹
内
理
三
編
『
荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。
⑹
本
稿
で
は
、
後
高
倉
院
と
そ
の
妃
北
白
河
院
と
の
間
に
誕
生
し
た
皇
子
女
達
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
家
」
を
後
高
倉
王
家
、
後
高
倉
│
後
堀
河
│
四
条
か
ら
な
る
皇
統
を
後
高
倉
皇
統
と
す
る
。
な
お
当
該
期
の
公
家
社
会
に
お
け
る
後
高
倉
王
家
の
位
置
付
け
は
前
稿
に
詳
し
い
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。（
拙
稿
「
後
高
倉
王
家
の
政
治
的
位
置
│
後
堀
河
親
政
期
に
お
け
る
北
白
河
院
の
動
向
を
中
心
に
│
」
〈『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
〉）。
⑺
『
百
錬
抄
』
承
久
三
年
十
月
十
三
日
条
。
⑻
横
山
前
掲
注
⑶
ｂ
論
文
。
⑼
『
民
経
記
』
寛
喜
三
年
三
月
一
・
十
三
日
条
。
⑽
治
部
卿
局
は
北
白
河
院
司
で
あ
っ
た
平
親
長
の
娘
で
あ
り
、
父
子
と
も
に
後
高
倉
王
家
に
近
仕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
大
部
荘
預
所
職
問
題
に
つ
い
て
は
、『
小
野
市
史
第
一
巻
（
本
編
Ⅰ
）』（
小
野
市
、
一
九
九
二
年
）
及
び
遠
藤
基
郎
「
鎌
倉
中
期
の
東
大
寺
」（『
論
集
鎌
倉
期
の
東
大
寺
復
興
│
重
源
上
人
と
そ
の
周
辺
│
』
東
大
寺
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
当
該
期
の
大
部
荘
に
つ
い
て
は
小
原
嘉
記
「〈
重
源
遺
産
〉
そ
の
後
│
初
期
勧
進
所
と
東
大
寺
│
」（『
日
本
史
研
究
』
五
六
六
、
二
〇
〇
九
年
）
に
詳
し
い
。
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
八
⑾平
雅
行
「
定
豪
と
鎌
倉
幕
府
」（
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
創
立
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清
文
堂
、
一
九
九
八
年
）。
遠
藤
前
掲
注
⑽
論
文
。
平
氏
は
幕
府
僧
定
豪
に
よ
る
畿
内
寺
院
諸
職
へ
の
介
入
と
い
う
側
面
か
ら
、
遠
藤
氏
は
鎌
倉
中
期
の
朝
廷
と
東
大
寺
の
関
係
を
検
討
す
る
な
か
で
主
と
し
て
東
大
寺
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
る
。
⑿
「
仁
和
寺
御
伝
（
顕
証
書
写
本
）」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
仁
和
寺
史
料
寺
誌
編
二
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
。
以
下
「
仁
和
寺
御
伝
」
は
こ
れ
に
よ
る
）。
⒀
『
明
月
記
』
安
貞
元
年
十
二
月
一
日
条
。
⒁
年
月
日
未
詳
東
大
寺
東
南
院
住
侶
等
申
状
案
（
東
大
寺
文
書
、『
鎌
倉
遺
文
』
四
六
三
六
号
。
以
下
『
鎌
』
と
略
記
す
る
）、
年
未
詳
四
月
二
十
四
日
東
大
寺
衆
徒
牒
案
（
東
大
寺
文
書
、『
鎌
』
四
六
五
六
号
）
な
ど
。
⒂
嘉
禄
元
年
十
一
月
五
日
官
宣
旨
案
（
東
大
寺
文
書
、『
鎌
』
三
四
二
七
号
）。
⒃
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
十
二
月
十
六
日
条
。
⒄
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
十
二
月
十
八
日
条
、
前
掲
注
⒁
文
書
。
⒅
大
炊
御
門
光
俊
は
後
堀
河
皇
女
室
町
院
を
そ
の
手
許
で
養
育
し
て
い
る
（
年
月
日
未
詳
北
白
河
院
藤
原
陳
子
書
状
〈『
鎌
』
補
一
〇
三
〇
号
〉）。
ま
た
光
俊
は
、
後
高
倉
院
政
期
に
は
院
近
臣
と
し
て
朝
廷
内
に
政
治
的
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
本
郷
和
人
『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
六
三
〜
六
五
頁
）。
⒆
『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
六
月
十
三
日
条
。
⒇
遠
藤
前
掲
注
⑽
論
文
。
な
お
東
南
院
主
と
し
て
の
親
王
の
入
室
は
鎌
倉
末
期
の
伏
見
天
皇
皇
子
聖
珍
が
初
例
で
あ
り
、
永
村
眞
氏
は
こ
の
聖
珍
の
入
室
が
「
東
南
院
門
跡
」
と
呼
称
さ
れ
る
契
機
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
『
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』
第
一
章
第
三
節
、
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
）。
21
平
前
掲
注
⑾
論
文
。
道
深
と
定
豪
は
東
南
院
院
主
職
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
安
貞
元
年
に
は
広
隆
寺
別
当
職
を
、
天
福
元
年
に
は
伝
法
院
座
主
職
を
、
嘉
禎
四
年
に
は
金
剛
峰
寺
検
校
職
の
人
事
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
る
。
22
『
明
月
記
』
安
貞
元
年
十
月
二
十
九
日
条
に
は
、「
仁
和
寺
親
王
〈
御
室
御
弟
子
〉、
取
レ
之
（
広
隆
寺
別
当
職
│
筆
者
注
）
可
二
知
給
一
、〈
広
隆
寺
別
当
御
室
之
寺
務
更
無
レ
例
云
々
〉、
是
東
大
寺
東
南
院
〈
定
範
譲
〉、
以
二
定
豪
威
一
被
二
領
知
一
之
会
稽
」
と
あ
る
。
23
覚
寛
に
つ
い
て
は
、
土
谷
恵
「
定
家
と
仁
和
寺
御
室
│
『
明
月
記
』
の
世
界
か
ら
」（
明
月
記
研
究
会
編
『
明
月
記
研
究
』
一
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）
に
詳
し
い
。
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
七
九
24
「
仁
和
寺
御
伝
（
顕
証
書
写
本
）」。
25
『
明
月
記
』
寛
喜
二
年
閏
正
月
十
日
条
。
26
こ
の
早
急
な
決
定
の
背
景
に
は
関
白
九
条
道
家
の
尽
力
も
想
定
で
き
よ
う
。
関
白
は
嘉
禄
二
年
当
時
の
近
衛
家
実
か
ら
九
条
道
家
に
交
代
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
道
家
は
外
戚
の
地
位
を
獲
得
す
べ
く
後
高
倉
王
家
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
。
な
お
道
家
は
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）、
道
深
の
も
と
へ
子
息
法
助
を
入
室
さ
せ
て
い
る
。
法
助
は
鎌
倉
将
軍
の
父
か
つ
四
条
天
皇
の
外
祖
父
た
る
道
家
の
権
勢
を
背
景
に
、
希
代
の
摂
関
家
出
身
の
御
室
後
継
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
27
『
明
月
記
』
寛
喜
二
年
閏
正
月
十
日
、
同
年
十
二
月
八
日
〜
十
日
条
。
28
土
谷
前
掲
注
23
論
文
。
29
道
深
は
寛
喜
三
年
三
月
に
仁
和
寺
寺
務
に
補
任
、
同
年
九
月
十
七
日
に
は
総
法
務
宣
下
な
ら
び
に
六
勝
寺
検
校
に
補
さ
れ
て
い
る
（「
仁
和
寺
御
伝
（
顕
証
書
写
本
）」）。
30
『
百
錬
抄
』
承
元
三
年
三
月
十
六
日
条
、「
天
台
座
主
記
」
七
十
四
世
尊
性
（
渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』
第
一
書
房
、
一
九
九
九
年
復
刻
第
二
刷
、
以
下
、「
天
台
座
主
記
」
は
こ
れ
に
よ
る
）。
31
「
天
台
座
主
記
」
七
十
四
世
尊
性
。
32
以
上
『
新
修
大
阪
市
史
第
二
巻
』
第
二
章
第
四
節
（
大
阪
市
、
一
九
八
八
年
）。
33
（
貞
応
三
年
正
月
二
十
日
）
慈
円
願
文
（
山
城
青
蓮
院
文
書
、『
鎌
』
三
二
〇
二
号
）、
慈
円
一
期
思
惟
記
（
山
城
青
蓮
院
文
書
、『
鎌
』
補
八
四
三
号
）
な
ど
。
34
貞
応
二
年
七
月
日
園
城
寺
衆
徒
申
状
（『
寺
門
伝
記
補
録
』
二
十
、『
鎌
』
三
一
四
一
号
）、
貞
応
二
年
八
月
日
園
城
寺
衆
徒
申
状
（『
三
井
続
燈
記
』
八
、『
鎌
』
三
一
五
〇
号
）。
35
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
十
月
二
日
・
十
九
日
条
。
36
『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
十
月
三
日
条
。
こ
の
事
件
に
連
動
し
て
絵
解
法
師
に
よ
る
四
天
王
寺
金
堂
舎
利
の
盗
難
未
遂
事
件
が
起
こ
り
、
金
堂
に
守
護
の
兵
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
（『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
十
月
三
日
条
、『
民
経
記
』
同
年
十
月
二
十
五
日
条
）。
37
事
件
の
経
緯
は
上
横
手
雅
敬
『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
第
二
章
四
節
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）、
石
井
清
文
「
寛
喜
元
年
、
尊
性
法
親
王
の
天
台
座
主
辞
任
と
六
波
羅
探
題
北
条
時
氏
」（『
政
治
経
済
史
学
』
三
六
六
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。
38
高
橋
慎
一
朗
「
尊
性
法
親
王
と
寺
社
紛
争
」（『
遙
か
な
る
中
世
』
一
九
、
二
〇
〇
一
年
）。
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
八
〇
39
『
百
錬
抄
』
寛
喜
三
年
十
月
二
十
日
条
。
40
「
天
台
座
主
記
」
七
十
四
世
尊
性
。
41
（
貞
永
二
年
）
三
月
二
十
一
日
尊
性
書
状
、
天
福
元
年
七
月
十
二
日
尊
性
書
状
（『
向
日
市
史
史
料
編
』〈
向
日
市
、
一
九
八
八
年
〉
尊
性
法
親
王
消
息
集
、
二
三
・
五
七
号
）。
42
川
岸
宏
教
「
聖
霊
会
守
護
の
武
士
│
尊
性
法
親
王
別
当
時
代
の
四
天
王
寺
に
つ
い
て
│
」（
奥
田
慈
応
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
『
仏
教
思
想
論
集
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
六
年
）。
43
『
百
錬
抄
』
嘉
禄
元
年
十
二
月
十
七
日
条
に
は
「
園
城
寺
（
中
略
）
本
寺
堂
舎
閉
二
門
戸
一
、
断
二
絶
恒
例
仏
事
一
了
、
依
二
天
王
寺
別
当
之
訴
一
也
、
又
東
大
寺
大
仏
打
二
閉
門
戸
一
、
同
停
二
止
恒
例
仏
事
一
、
是
又
依
二
東
南
院
々
主
事
一
也
」
と
あ
る
。
44
村
山
修
一
『
皇
族
寺
院
変
革
史
│
天
台
宗
妙
法
院
門
跡
の
歴
史
│
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
な
お
妙
法
院
門
跡
の
成
立
時
期
は
論
者
に
よ
り
異
な
る
。
黒
田
俊
雄
『
寺
社
勢
力
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
衣
川
仁
「
中
世
延
暦
寺
の
門
跡
と
門
徒
」（『
中
世
寺
院
勢
力
論
│
悪
僧
と
大
衆
の
時
代
│
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）、
吉
澤
一
成
「
妙
法
院
門
跡
の
確
立
」（
五
味
文
彦
・
菊
池
大
樹
編
『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。
45
横
内
前
掲
注
⑶
論
文
。
46
平
前
掲
注
⑵
論
文
、
上
島
享
「
中
世
前
期
の
国
家
と
仏
教
」（『
日
本
史
研
究
』
四
〇
三
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。
47
遠
藤
基
郎
「
天
皇
家
御
願
寺
の
執
行
・
三
綱
」（『
中
世
王
権
と
王
朝
儀
礼
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）。
48
『
明
月
記
』
安
貞
元
年
四
月
十
二
日
条
、
天
福
元
年
十
一
月
二
十
二
・
二
十
四
日
条
。
49
拙
稿
前
掲
注
⑹
論
文
。
50
（
天
福
二
年
）
二
月
十
四
日
尊
性
書
状
、（
天
福
二
年
）
二
月
十
九
日
尊
性
書
状
、（
天
福
二
年
）
四
月
八
日
尊
性
書
状
（『
向
日
市
史
史
料
編
』
尊
性
法
親
王
消
息
集
、
六
八
・
七
〇
・
七
六
号
）。
51
高
橋
前
掲
注
38
論
文
、
木
村
英
一
「
鎌
倉
時
代
の
寺
社
紛
争
と
六
波
羅
探
題
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
七
編
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
承
久
の
乱
後
の
王
家
と
法
親
王
八
一
